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有 機 農 業 に 対 す る 経 営 研 究 の 視 点
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: は じ め に

今日有機農業と有機農畜産物に対する関心 要求は社会
的広がりを見せている。有機農業は,食糧の安全性と質 ,

農業生産の安定性ならびに恒久的農業再生産の確保等から,

今後の農業生産における重要な生産方法と考えられている。

しかしながら有機農業に関しては,社会的評価研究にとど

まり,経営 経済的評価及び新たな生産流通システムとし
ての意義等に関し,科学的に社会的生産に関しての分析倹

討が行われていないのが現状である。

有機農業生産が実践的に行っている問題提起は,農畜産

物の生産 流通 消費の各場面から科学的に検討する必要
がある。これまでの経営 経済的評価の視点は,生産性と
利潤極大化に重点が置かれ,こ の二つの評価基準からはず

れるものを問題にすること自体が極端:こ少なかった。今日

この二つの基準を優先する余りに,これらの指標による社

会経済的評価と生産活動の矛盾が大きな問題になってきて

いる。ここではこのような状況のもとにおける有機農業研

究の分析視点の提起を行い,今後の研究に一定の方向を示

唆する。

2 有機農業分析の視点

ここでは有機農業を,生産者 消費者双方の生産方法・
技術に対する見解 適用の程度によって定義する。有機農
業を生産方法の科学的定量性によって区別することは,現

在の段階では困難であるので,図 1に示したように,い く

つかの技術の使用に対する定性的な把握を行なうことによ

り,有機農業を定義する。図 1は左側によればよるほど,

有機濃業的になり,有機農業と対極にある生産技術に基づ

くものを化学農法として位置づけている。また定性的把握

を行う場合,自然農法,生態系農法と呼ばれるものも,そ
の性質から有機農業に含めて検討していることから,「安

全性と農業生産の恒久的再生産を第一義とし,有機的生産

手段を重視する農業生産Jを ,こ こでは有機農業と呼ぶこ

とにする。

近年の有機農業への関心は,日本農業がおかれている社

会的経済的状況に密接に関連している。戦後の農業生産に

おける重要な経営 経済的評価指標は,第一に生産量 ,第
二に生産性,第二に利潤極大化に集約されるが ,このうち

第一の生産量に関しては,生産量そのものが単独で問題に
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図1 有機農業と化学農業の特性

されることは,現在はとんどないといってよい。現在は ,
第二の生産性の向上が第二の利潤極大化に結びつくという

道筋で捉えられ,こ の二つの指標の関連が最も重要視され

ている。しかしなから,近年生産現場における生産技術と

消費のあり方に対して問題提起がなされ,その問題克服の

方策として有機農業が存在 しているという現象が大きな注

目を集めている。このような現象のもとでは,前述の三点

に拘束されない評価基準の策定と,その評価基準による有

機農業の分析 ‐検討が必要となる。

有機農業が端的に提起する問題を指標として捉えれば ,

第一は農業の再生産の永続性であり,第二に生産と生産物

の安全性であろう。具体的問題の様々な事象も,こ の二点

に集約できると考えられる。第一の指標は,従来も経営間

題とされており,経営論では重要な指標になっているが ,

現実の生産現場では,水田そのものが地方維持に電要な役

割を果たすことも手伝い軽視されてきた面があり,改めて

提起される必要がある。この指標は農業に限らず,人間と

人F85社会の再生産と,そ のために必要な環境の再生産とい

う意味から捉え直す必要がある。これと関連して,農業が

産業としての役割を持ち続け,社会全体の再生産に重要な

位置を占めることを考えた場合 ,この再生産の過程が生産

と生産物―消費物の安全性を確保していなければならない。

これが第二の指標となるのである。

3 経営研究における有機農業のF・3題点

有機農業の分析 検討において,農業経営のレベルで間
題となる点は,以下の諸点にあると考えられるが ,先の二

つの基本的指標をもとにしてこれらのF.5題を検討する。

①農業の個別生産現場の再生産と永続性の確保

②農業生産現場における生産者自身と生産物の安全性

③農業生産の生産性

④農業生産の安定性と収益性

⑤生産物の質による差別化の成立の可育ヒ性と収益の増大
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⑤農業生産資材等の節約と適正な使用による生産技術の

変化

⑦農業生産技術による生産者の疎外

第一点に関して,有機農業は農業再生産の維持を第一義

とすることによりこのP●q題を克服しており,経営の戦略的

目標と生産技術の調和の問題を提起している。

第二には安全性の問題である。この問題は生産物の質と

いう点だけでなく,生産そのものの安全性 ,生産主体であ

る農民の生産現場の安全性の問題である。

化学的生産手段の使用で,現在最も問題とされているの

は農薬の使用である。表 1に示したように,米生産におけ

る単位生産量当たりの農薬使用量は,昭和45年を100と し

て昭和60年には335%と いう値となっている。昭和40年代

前半に水銀系,BHC等の強毒性の農薬の使用が禁止にな

り,弱毒性の農薬力到使用されるようになったが,使用量が

増加している状態では,単位面積当たり 単位生産量当た

りの毒性物質の投入,農薬の生産構造に占める役割が定性

的には変化していないといえる。この傾向は米生産だけで

はなく,日本農業の全般的傾向であることも,表 1か らみ

られるのである。

第二 ,第四の点は,有機農業における労働 ,資本,土地

等の生産性の検討であるが,有機農畜産物に対する,市場

表 2 卸売市場 産直価格対応表

注 上段 :神田中央卸売市場卸売価格 (卸売市場統計年報より)
下段 :千葉県産直有機農業生産農家手取り価格 (聞取り調査より)

評価が確立していない段階では,産地直結などにより流通

手段を内部化し,消費者と提携することによって有機農業

生産の経済的再生産を確立している例力湧
'い
。表 2は産直

による価格の事例であるが,市場価格に比較して農民の手

取り価格である産直価格が,相対的に高価安定しているの

が見て取れる。また有機農業生産は社会的経済的条件と主

体の取り組みに大きく左右されることを念頭に置いて,第

五の市場における有機農産物の評価確立と収益の増大の可

出所 :(1)米生産費調査より (2)=(1)/単 収*60
(3)=(2)/152*100 (4)=農村物価賃金統計より
(5)― (3)/(4)■ 100 (6)野 菜生産費調よ り計算
(7)果実生産費調査より計算

能性が検討されなければならない。さらに生産技術のあり

方が有機農業への見解・理念等だけでなく,農業経営上の

経営目標との関わりで規定されてくることにより,第六の

点の研究が必要になるのである。

最後に第七の点として,農業生産技術の巨大化,精緻化

が,生産主体である農民との関係をはとんど省みられない

中で進められている。このことによる矛盾と問題を把握し,

この研究に取り組む必要性がある。

表 1 農薬の使用量算出表
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